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　はじめに

　シキシマハナダイ科魚類 Callanthiidae は，嗅房

が扁平で嗅板を欠くこと，側線が背鰭基底近くを

走り，背鰭基底後端付近または尾柄背縁側部に至

ること，体側鱗が孔や溝を有することなどで特徴

づ け ら れ（Anderson and Johnson, 1984； 瀬 能，

2013），日本からはシキシマハナダイ Callanthias 

japonicus Franz, 1910，オオメハナダイ Gramma-

tonotus macrophthalmus Katayama, Yamamoto and 

Yamakawa, 1982， お よ び テ ン ジ ク ハ ナ ダ イ G. 

surugaensis Katayama, Yamakawa and Suzuki, 1980

の 3 種が知られている（瀬能，2013）．そのうち

シキシマハナダイは日本国内において，青森県，

秋田県から九州南岸にかけての日本海・東シナ海

沿岸，相模灘から九州南岸にかけての太平洋沿岸，

東シナ海大陸縁辺海域の広域から報告されていた

（青森県水産試験場，2004, 2006；石川，2010；瀬

能，2013；山中・伊藤，2014）．

　2015 年 8 月 27 日，宇治群島近海で 1 個体のシ

キシマハナダイが釣獲された．本標本は宇治群島

における本種の初記録となるため，ここに報告す

る．

　材料と方法

本計数・計測方法は Anderson et al. (2015) にし

たがった．標準体長は体長と表記し，計測はデジ

タルノギスを用いて 0.1 mm まで行った．シキシ

マハナダイの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮

影された鹿児島県産の 1 標本（KAUM–I. 78637）

のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報

告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写

真は同館のデータベースに登録されている． 

　結果と考察

Callanthias japonicus Franz, 1910

シキシマハナダイ　（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 78637, 体長 181.6 mm，鹿児島

県宇治群島近海，水深 140–180 m，2015 年 8 月

27 日，釣り，土田洋之．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1 に示した．体は前後方向に長い長卵形

でやや側扁し，体高は背鰭第 7 棘起部付近で最大．

頭部背縁は吻端から眼の前方にかけて直線状で，

眼の上方で凹む．体背縁は眼の上方から背鰭第 7

棘起部にかけて緩やかに上昇し，そこから尾鰭基

底にかけて緩やかに下降する．体腹縁は下顎から

腹鰭起部にかけて緩やかに下降し，腹鰭基底部は

直線状を呈する．体腹縁は腹鰭基底後端から臀鰭

起部にかけて僅かに下降し，そこから尾鰭基底に

かけて緩やかに上昇する．背鰭起部は鰓蓋後端よ

りも僅かに後方に位置し，背鰭基底後端は臀鰭基
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底後端直上．背鰭各鰭条間の鰭膜は僅かに切れ込

み，背鰭外縁に顕著な欠刻はない．胸鰭基底上端

は背鰭第 2 棘起部直下に位置し，胸鰭基底下端は

背鰭第 3 棘条起部直下に位置する．胸鰭後端は尖

り，背鰭第 8 棘起部直下に達するが，肛門の直上

に僅かに達しない．腹鰭起部は胸鰭基底下端より

僅かに後方に位置し，腹鰭基底後端は背鰭第 4 棘

起部直下に位置する．たたんだ腹鰭の後端は臀鰭

起部，背鰭第 9 棘起部直下に達する．臀鰭起部は

背鰭第 9 棘起部直下に位置し，臀鰭基底後端は背

鰭基底後端に位置する．尾鰭後縁は僅かに湾入し，

上下両葉端は糸状に伸長する．眼と瞳孔はともに

正円形．鼻孔は 2 対で前鼻孔と後鼻孔は互いに近

接し，眼の前方の頭部背縁付近に位置する．前鼻

孔と後鼻孔はともに正円形．口は小さく端位で，

上顎後端は眼の前端よりも後方に達する．上顎歯

は円錐歯で，外側にはやや大きめの歯が 1 列に並

び，その内側に小円錐歯が密生し，歯帯を形成す

る．鋤骨には小円錐歯を複数そなえる．下顎には

鋭く尖った円錐歯が 1 列に並び，先端には 2 対の

犬歯をそなえる．舌は無歯．前鰓蓋骨と鰓蓋後縁

はともに円滑．鰓蓋上部に 2 棘がある．肛門は臀

鰭起部前方に開孔する．体は櫛鱗に被われるが，

眼の前方は無鱗．背鰭前方鱗被鱗域先端は吻端に

達する．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体背面から体側上部に

かけては淡い柿色．体側中央から体腹面にかけて

は淡い桃色を呈し，瞳孔よりも細い不明瞭な淡黄

色の縦帯が数本はいる．頬部から胸鰭基底部付近

は淡黄色．吻端から胸鰭基底にかけて瞳孔と同程

度の幅の，紅紫色に縁どられたカナリア色の縦帯

がはいる．胸鰭は桃色がかった半透明で上縁が紅

紫色を呈し，基底部付近はカナリア色．背鰭は一

様にカナリア色を呈し，上縁は紅紫色．腹鰭はカ

ナリア色を呈し，前縁が白色，後部が淡い紅紫色．

臀鰭は白みがかったカナリア色で，下縁は紅紫色．

尾鰭はカナリア色を呈し，上縁と下縁は紅紫色，

後縁は白色がかった紅色．虹彩は真鍮色で，瞳孔

は青みがかった黒色．

分布　日本国外では朝鮮半島南岸，済州島，台

湾，天皇海山に分布する（山田ほか，1995; Kim 

et al., 2004, 2005, 2009, 2013；瀬能，2013; Anderson 

et al., 2015）．日本国内では青森県，秋田県，山形

県御積島から九州南岸にかけての日本海，東シナ

海沿岸，相模灘から九州南岸にかけての太平洋沿

岸，宇治群島を含む東シナ海大陸棚縁辺域から知

られる（青森県水産試験場，2004, 2006；石川，

2010；瀬能，2013；山中・伊藤，2014；本研究）．

Fig. 1. Fresh specimen of Callanthias japonicus. KAUM–I. 78637, 181.6 mm standard length, Uji Islands, Kagoshima, southern Japan.



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 42, Mar. 2016

159

備考　宇治群島産の標本は，鰓蓋に 2 棘をそ

なえること，背鰭軟条数と臀鰭軟条数がともに

11，尾鰭分枝軟条数が 15，側線有孔鱗数が 40 で

あることなどが Anderson et al. (2015) の定義した

Callanthias 属の特徴と一致した．また，総鰓耙数

が 31，総鰓耙数と側線有孔鱗数の合計が 71 であ

ることなどが Anderson et al. (2015) の報告した C. 

japonicus の標徴とよく一致したため，本種と同

定された．記載標本から得られた計数・計測値は

Anderson et al. (2015) に よ っ て 示 さ れ た C. 

japonicus の値とよく一致する（Table 1）．

Callanthias japonicus は神奈川県三浦市油壺か

ら得られた 1 個体に基づき Franz (1910) によって

記載され（Anderson et al., 2015），Jordan et al. (1913)

と Tanaka（1922）は本種の和名をシキシマハナ

ダイとした．その後，シキシマハナダイは青森県

中泊町（青森県水産試験場，2004；山中・伊藤，

2014），深浦町（青森県水産試験場，2006；山中・

伊 藤，2014）， 山 形 県 鶴 岡 市 温 海（ 荘 内 日 報，

2005），富山県魚津市（魚津水族博物館，1997），

石川県能登町（坂井，1998, 2005），福井県（手賀

ほか，2014），兵庫県日本海沿岸（Shinohara et al., 

2011），島根県江津市敬川沖（松本，2005），山口

県長門市仙崎（吉田・伊藤，1957），福岡県北九

This study Anderson et al. (2015)
Uji Islands Japan and Taiwan

KAUM–I. 78637 n = 28
Standard length (SL ； mm) 181.6 113–233
Counts
  Dorsal-fin spines 11 11
  Dorsal-fin rays 11 10–11
  Anal-fin spines 3 3
  Anal-fin rays 11 11
  Pectoral-fin rays 21 20–22
  Gill rakers 31 29–33
  Tubed lateral-line scales 40 33–41
  Midbody lateral scales 45 37–49
  Circum caudal-peduncle scales 24 22–25
  Scales between anal-fin origin and lateral line 16 15–18
  Pseudobranch filaments 29 24–37
Measurement (% SL)
  Body depth at dorsal-fin origin 31.4 28.9–34.7
  Pre-dorsal-fin length 29.7 27.7–31.8
  Head length 25.8 24.1–28.4
  Snout length 6.2 5.2–7.1
  Orbit diameter 8.3 7.9–9.5
  Interorbital width 8.3 6.0–8.7
  Postorbital length 11.9 10.3–12.3
  Upper-jaw length 11.4 11.1–12.4
  Pectoral-fin length 22.7 20.4–24.0
  Pelvic-fin length 23.0 20.8–26.1
  Caudal-peduncle length 19.0 17.1–21.3
  Caudal-peduncle depth 13.1 12.1–14.4
  Upper caudal-fin lobe length 33.6 33.4–53.7
  Lower caudal-fin lobe length 31.4 30.2–54.5
  Anal-fin length 42.9 39.8–46.1
  1st anal-fin spine length 7.3 6.7–9.4
  2nd anal-fin spine length 10.0 9.0–13.9
  3rd anal-fin spine length 11.4 10.4–15.0
  Anal-fin base length 31.5 27.2–35.8
  Penultimate dorsal-fin ray length 14.6 12.9–16.0
  Ultimate dorsal-fin ray length 12.1 11.9–13.9
  Penultimate anal-fin ray length 12.8 12.2–14.6
  Ultimate anal-fin ray length 11.7 11.4–14.0

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of specimens of Callanthias japonicus.
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州市藍島（河野ほか，2011），長崎県佐世保市（道

津・冨山，1967），五島列島北方（多比良ほか，

2001）， 千 葉 県 館 山 市 洲 崎 沖（ 山 田・ 工 藤，

1999），神奈川県横須賀市秋谷，真鶴町（石川，

2010），伊豆半島（瀬能，1997；益田・アレン，

1987；益田・小林，1994），和歌山県白浜町，み

なべ町（池田・中坊，2015），愛媛県愛南町（高

木ほか，2010），土佐湾（椎名，2009），沖縄舟状

海盆（山川，1985），東シナ海（山田ほか，2007）

などから報告されている．本種は九州南岸にも分

布するとされている（山田ほか，2007；瀬能，

2013）が，これまで宇治群島近海からの報告はな

く，宇治群島近海における魚類相を調査した

Motomura et al. (2016) にも記録されていない．し

たがって，本報告の調査標本は宇治群島からの本

種の標本に基づく初めての記録となる．
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